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「
給
与
制
度
の
総
合
的
な
見
直
し
」
導
入
を
阻
止
し
よ
う

政
府
は
、
２
０
１
４
年
度
の
地
方
財
政
計
画

を
２
０
１
３
年
１２
月
２４
日
に
発
表
し
ま
し
た
。

歳
入
・
歳
出
規
模
は
３
、
７
０
０
億
円
増
（
前

年
度
比
＋
１
・
８
％
）
で
あ
り
、
地
方
交
付
税

を
含
め
た
一
般
財
源
総
額
は
、
６０
兆
３
、
５
７

７
億
円
、
約
６
、
０
０
０
億
円
（
前
年
度
比
＋

１
・
０
％
）
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
社
会
保
障
制
度
を
は
じ
め
と
し
て
自
治
体

の
権
限
委
譲
や
行
政
へ
の
住
民
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
な
ど
、
地
域
に
必
要
な
需
要
は
増
加
し
て
お

り
、
地
方
財
政
の
確
立
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

一
昨
年
の
衆
議
院
選
挙
で
政
権
に
返
り
咲
い

た
自
民
党
は
、
昨
年
７
月
の
参
議
院
選
挙
の
公

約
『
自
民
党
Ｊ
―
フ
ァ
イ
ル
』
の
中
で
、
「
（
公

務
員
の
）
給
与
体
系
に
つ
い
て
、
国
、
地
方
を

通
じ
て
抜
本
的
に
改
革
」
と
し
て
、
引
き
続
き

総
人
件
費
抑
制
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
同
年
８
月
、
人
事
院
は
、
「
給
与
制
度
の

総
合
的
見
直
し
に
つ
い
て
早
急
に
結
論
を
得
る
」

と
報
告
し
ま
し
た
。
同
年
１１
月
、
政
府
は
、
国

家
公
務
員
の
給
与
削
減
臨
時
特
例
措
置
に
つ
い

て
２
０
１
４
年
３
月
を
も
っ
て
終
了
す
る
と
し

た
一
方
で
、
国
家
公
務
員
給
与
に
つ
い
て
、
①

地
場
賃
金
を
よ
り
一
層
反
映
さ
せ
る
た
め
の
見

直
し
、
②
５０
歳
台
後
半
層
の
官
民
給
与
差
を
念

頭
に
置
い
た
高
齢
層
職
員
の
給
与
構
造
の
見
直

し
な
ど
、
給
与
制
度
の
総
合
的
な
見
直
し
の
検

討
を
行
う
こ
と
を
人
事
院
に
要
請
す
る
こ
と
を

閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、�
自

民
党
の
選
挙
公
約
�
、�
２
０
１
３
人
事
院
報
告
�
、

�
政
府
閣
議
決
定
�
と
、
す
べ
て
歩
調
が
合
わ

せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
が
示
す
の

は
、
「
今
後
も
労
働
基
本
権
制
約
と
い
う
現
行

制
度
を
維
持
し
な
が
ら
、
人
事
院
を
利
用
し
て

公
務
員
人
件
費
を
削
減
し
て
い
く
」
と
い
う
政

府
・
自
民
党
の
基
本
姿
勢
で
あ
り
、
第
三
者
機

関
と
し
て
の
役
割
を
放
棄
し
て
政
府
・
自
民
党

の
方
針
に
追
随
す
る
人
事
院
の
姿
勢
で
す
。
形

を
変
え
た
給
与
制
度
を
政
府
が
人
勧
制
度
の
も

と
で
実
施
し
、
地
方
公
務
員
給
与
と
地
方
交
付

税
を
削
減
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

本
来
、
給
与
制
度
は
、
職
務
実
態
、
雇
用
と

生
活
条
件
の
変
化
に
応
じ
て
、
公
平
性
・
公
正

性
を
高
め
る
観
点
か
ら
見
直
す
も
の
で
す
。
当

然
に
も
重
大
な
勤
務
条
件
の
変
更
と
し
て
、
労

使
間
の
十
分
な
交
渉
・
協
議
、
合
意
に
基
づ
く

も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
方
公
務
員

賃
金
の
大
幅
な
引
下
げ
圧
力
に
な
り
か
ね
な
い

『
給
与
制
度
の
総
合
的
な
見
直
し
』
に
は
、
断

固
反
対
の
立
場
で
、
導
入
阻
止
の
方
針
で
取
組

を
進
め
ま
す
。

２
０
１
４
年
１
月
１５
日
、
経
団
連
は
、
今
春

闘
の
方
針
を
示
す
「
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報

告
」
を
正
式
発
表
し
、
こ
こ
数
年
と
異
な
る
対

応
の
選
択
肢
と
し
て
、
６
年
ぶ
り
に
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
に
よ
る
賃
上
げ
に
つ
い
て
容
認
す
る
方
針

を
明
記
し
ま
し
た
。
な
お
、
個
別
具
体
的
な
賃

上
げ
は
、
個
別
労
使
間
の
交
渉
で
決
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

公
的
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
に

伴
い
、
民
間
で
は
高
年
齢
者
等
の
雇
用
安
定
等

に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
が
、
適
用

除
外
と
な
っ
て
い
る
地
方
公
務
員
に
お
い
て
は
、

同
様
の
内
容
を
盛
り
込
む
地
方
公
務
員
法
の
改

正
は
見
送
ら
れ
、
現
行
再
任
用
制
度
の
範
囲
内

で
の
対
応
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
行

再
任
用
制
度
は
、
公
的
年
金
の
一
部
支
給
を
前

提
と
し
て
職
務
・
職
責
、
給
与
水
準
が
設
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
的
年
金
が
支
給
さ
れ

な
い
中
で
、
雇
用
と
年
金
の
確
実
な
接
続
に
は
、

生
活
を
維
持
す
る
た
め
の
賃
金
水
準
の
引
き
上

げ
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

憲
法
に
謳
う
健
康
で
文
化
的
な
最
低
生
活
を

営
む
権
利
を
保
障
す
る
た
め
に
は
、
大
幅
な
賃

金
の
引
き
上
げ
、
消
費
の
拡
大
・
内
需
の
拡
大

が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
２０
年
間
は
「
失
わ
れ
た
２０

年
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
間
、
内
部
留
保

は
１
６
８
兆
円
増
え
て
い
ま
す
。
労
働
分
配
率

は
低
下
し
、
給
料
は
下
落
し
、
消
費
購
買
力
は
上

が
ら
な
い
。
若
年
層
の
非
正
規
労
働
者
が
増
え

続
け
、
拡
大
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
状
況
は
、

結
婚
や
子
育
て
も
ま
ま
な
ら
ず
、
少
子
化
は
一

層
進
み
、
景
気
回
復
の
大
き
な
力
と
な
る
内
需

拡
大
は
ほ
ど
遠
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日

本
全
体
が
景
気
の
上
が
り
よ
う
が
な
い
展
開
に

陥
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し

て
い
く
た
め
に
は
、
賃
金
・
労
働
条
件
の
大
幅

な
改
善
と
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
が
必
要
で
す
。

昨
年
の
妥
結
結
果
を
踏
ま
え
、
区
政
の
第
一

線
で
職
務
に
奮
闘
す
る
職
員
が
安
心
し
て
職
務

に
ま
い
進
出
来
る
よ
う
、
下
記
の
項
目
に
つ
い

て
区
長
会
に
『
要
求
書
』
と
し
て
提
出
し
ま
す
。

編 集 責 任
教 宣 部 長
野� 優三

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
の
「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
で
、
２
０
１
３
年
８

月
「
早
急
に
結
論
を
得
る
」
と
報
告
し
、
１１
月
の
政
府
の
閣
議
決
定
を
う
け
、
検
討
を

本
格
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
政
府
・
自
民
党
は
労
働
基
本
権
制
約
を
前
提
に
人
事
院
を
利

用
し
、人
事
院
は
第
三
者
機
関
の
役
割
を
放
棄
し
政
府
・
自
民
党
に
追
随
し
て
い
ま
す
。

秋
闘
に
続
き
現
業
系
人
事
制
度
等
の
改
善
要
求
の
取
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
方

公
務
員
給
与
と
地
方
交
付
税
の
削
減
に
直
結
す
る
こ
の
国
の
動
き
を
阻
止
し
ま
し
ょ
う
。

2
0
1
4
年
現
業
系
賃
金
・

人
事
制
度
の
改
善
要
求
に
つ
い
て

２０１４年２月２５日
第１回支部代表者会議
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１
、
賃
金
制
度
の
改
善
に
つ
い

て
１

賃
金
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
首
都
圏
で

働
く
特
別
区
職
員
の
生
活
を
維
持
・
改
善

す
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
底
上
げ
・

底
支
え
を
図
る
た
め
、
賃
金
決
定
の
基
本

で
あ
る
生
計
費
原
則
に
基
づ
き
、
平
均
○

○
○
○
円
以
上
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。（
具

体
的
額
に
つ
い
て
は
、
第
１
回
団
体
交
渉

前
の
中
央
委
員
会
で
確
定
）

２

地
域
手
当
は
、
国
家
公
務
員
の
勤
務
地

調
整
を
目
的
と
す
る
制
度
で
あ
る
。
同
じ

特
別
区
内
に
勤
務
す
る
特
別
区
職
員
の
勤

務
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
あ
り
、
地

域
手
当
は
本
給
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
。

３

人
事
院
が
検
討
を
表
明
し
た
「
給
与
制

度
の
総
合
的
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、
大
き

な
矛
盾
を
は
ら
む
も
の
で
あ
る
。
特
別
区

と
し
て
の
主
体
性
を
堅
持
し
、
国
か
ら
の
不

当
な
賃
金
抑
制
の
指
導
に
屈
し
な
い
こ
と
。

４

業
務
職
給
料
表
の
水
準
に
つ
い
て
、
特

別
区
の
清
掃
業
務
に
お
け
る
職
責
や
職
務

内
容
（
公
務
と
し
て
の
特
殊
性
や
困
難
性
、

危
険
度
）
等
を
十
分
に
勘
案
し
た
給
料
表

水
準
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

５

保
障
額
表
か
ら
業
務
職
給
料
表
へ
の
切

替
で
生
ま
れ
た
、
長
期
間
事
実
上
の
昇
給

の
な
い
状
態
を
解
消
す
る
た
め
、
切
替
調

整
号
数
を
直
ち
に
廃
止
す
る
こ
と
。

６

職
務
に
対
す
る
意
欲
の
維
持
の
観
点
か

ら
も
、
現
給
保
障
の
適
用
を
受
け
る
最
高

号
給
者
が
昇
給
で
き
る
よ
う
に
全
て
の
級

で
号
給
増
設
を
行
う
こ
と
。

７

昇
任
に
よ
る
昇
格
メ
リ
ッ
ト
を
必
ず
確

保
す
る
こ
と
。

８

現
業
系
職
員
の
賃
金
改
定
に
あ
た
っ
て

は
、
早
期
に
業
務
職
給
料
表
を
提
示
し
、

具
体
的
な
協
議
を
行
う
こ
と
。

９

屋
外
や
工
場
内
で
の
過
酷
で
困
難
な
清

掃
業
務
の
職
務
実
態
を
十
分
に
考
慮
し
、

初
任
給
格
付
の
改
善
を
図
る
こ
と
。

１０

職
責
の
有
無
の
み
に
係
ら
ず
、
経
験

・
知
識
と
も
豊
富
な
職
員
の
区
政
に
対
す

る
貢
献
度
を
職
務
能
力
と
し
て
給
与
処
遇

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

１１

高
年
齢
職
員
の
職
務
に
対
す
る
意
欲

の
維
持
・
高
揚
の
観
点
か
ら
も
、
年
齢
に

よ
る
昇
給
抑
制
措
置
を
改
め
る
こ
と
。

２
、
一
時
金
の
改
善
に
つ
い
て

１

首
都
圏
で
の
生
活
実
態
に
ふ
さ
わ
し
い

支
給
水
準
と
す
る
こ
と
。

２

勤
勉
手
当
を
廃
止
し
、
期
末
手
当
に
一

本
化
す
る
こ
と
。

３

現
行
の
勤
勉
手
当
の
成
績
率
お
よ
び
査

定
昇
給
制
度
を
廃
止
し
、
客
観
性
・
公
平

性
を
備
え
た
制
度
と
す
る
こ
と
。

４

期
末
・
勤
勉
手
当
か
ら
の
除
算
項
目
お

よ
び
除
算
割
合
に
つ
い
て
改
善
す
る
こ
と
。

�

勤
勉
手
当
の
成
績
率
の
実
施
結
果
に

関
す
る
検
証
と
協
議
を
行
う
こ
と
。

�

一
律
拠
出
適
用
者
の
拡
大
は
行
わ
な

い
こ
と
。

５

「
基
準
日
主
義
」
を
改
め
、
勤
務
実
績

に
基
づ
く
一
時
金
支
給
と
す
る
こ
と
。

６

再
任
用
職
員
に
つ
い
て
も
定
年
前
職
員

と
同
様
の
制
度
と
す
る
こ
と
。

３
、
人
事
制
度
の
改
善
に
つ
い

て
１

多
種
・
多
様
化
す
る
特
別
区
の
清
掃
事
業

の
実
態
や
、
区
民
の
期
待
や
要
望
に
十
分
に

応
え
る
た
め
に
も
統
括
技
能
長
及
び
技
能

長
の
設
置
基
準
を
改
善
し
増
員
す
る
こ
と
。

２

昇
任
選
考
に
積
極
的
に
応
募
で
き
る
職

場
環
境
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
。

３

統
括
技
能
長
や
技
能
長
に
欠
員
が
生
じ

な
い
よ
う
、
各
区
の
退
職
職
員
数
や
配
置
実

態
等
を
踏
ま
え
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
的

に
欠
員
を
補
充
で
き
る
制
度
と
す
る
こ
と
。

４

統
括
技
能
長
職
・
技
能
長
職
の
昇
任
選

考
に
あ
た
っ
て
は
、
２３
区
統
一
的
な
選
考

を
実
施
す
る
こ
と
。
も
し
く
は
清
掃
特
例

や
派
遣
制
度
の
活
用
等
で
人
事
交
流
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
。

５

人
材
育
成
の
観
点
か
ら
も
技
能
長
業
務

の
研
修
期
間
等
を
考
慮
し
た
配
置
を
す
る

な
ど
、
職
場
環
境
の
改
善
を
講
じ
る
こ
と
。

６

精
神
疾
患
を
抱
え
る
職
員
が
生
じ
な
い

よ
う
原
因
究
明
に
務
め
、
発
生
防
止
や
早

期
発
見
に
つ
な
が
る
具
体
的
な
予
防
策
を

講
じ
る
こ
と
。

７

３５
歳
未
満
ま
で
採
用
要
件
と
さ
れ
て
い

る
実
態
を
踏
ま
え
、
技
能
主
任
の
任
用
資

格
基
準
や
前
歴
通
算
の
任
用
制
度
の
改
善

を
図
る
こ
と
。

８

多
種
・
多
様
化
す
る
清
掃
業
務
の
実
態

に
対
応
出
来
る
よ
う
、
新
た
な
技
能
長
区

分
の
新
設
な
ど
の
改
善
を
図
る
こ
と
。

９

設
置
基
準
の
算
定
基
礎
数
に
、
「
再
任

用
職
員
・
再
雇
用
職
員
等
を
含
む
こ
と
が

で
き
る
」
と
し
た
２
０
０
８
年
統
一
交
渉

妥
結
を
各
区
が
尊
重
し
、
積
極
的
な
運
用

が
図
ら
れ
る
よ
う
改
善
す
る
こ
と
。

１０

技
能
Ⅴ
及
び
Ⅵ
の
職
種
に
従
事
す
る

職
員
の
希
望
に
よ
る
転
職
に
関
わ
る
年
齢

制
限
を
撤
廃
す
る
こ
と
。

４
、
高
齢
期
の
雇
用
制
度
に
つ

い
て

１

公
的
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
の
引
上
げ

を
踏
ま
え
、
雇
用
と
年
金
を
確
実
に
接
続

す
る
新
た
な
制
度
設
計
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
丁
寧
な
労
使
協
議
を
行
い
、
特
別
区

の
実
態
に
即
し
た
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
。

２

「
定
年
延
長
」
で
あ
れ
、「
再
任
用
の
義
務

化
」
で
あ
れ
、
体
力
的
な
問
題
か
ら
任
用
期

間
を
最
後
ま
で
全
う
で
き
な
い
職
員
が
生

じ
な
い
よ
う
、
職
域
を
幅
広
く
設
定
す
る
な

ど
、
清
掃
事
業
の
労
働
の
実
態
を
踏
ま
え
た

制
度
設
計（
職
場
環
境
の
整
備
）を
行
う
こ
と
。

３

雇
用
と
年
金
の
確
実
な
接
続
を
保
障
す

る
観
点
か
ら
も
、
希
望
者
全
員
が
任
用
さ

れ
る
制
度
と
す
る
こ
と
。

４

新
た
な
高
齢
期
雇
用
の
賃
金
水
準
の
検

討
に
あ
た
っ
て
は
、
現
行
の
特
別
区
の
再

任
用
制
度
は
、
年
金
の
一
部
支
給
を
前
提

と
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
６０
歳
前
の

８
割
水
準
を
基
本
と
し
、
少
な
く
と
も
報

酬
比
例
部
分
が
支
給
さ
れ
て
い
る
現
行
の

再
任
用
職
員
と
の
整
合
性
を
図
り
、
雇
用

と
年
金
の
確
実
な
接
続
に
つ
な
が
る
給
与

水
準
と
す
る
こ
と
。

５
、
諸
手
当
の
改
善
に
つ
い
て

１

扶
養
手
当
に
つ
い
て
、
少
子
化
対
策
を

踏
ま
え
て
現
行
支
給
額
の
引
き
上
げ
な
ど

の
改
善
を
す
る
こ
と
。

２

住
居
手
当
は
、
民
間
企
業
や
国
家
公
務

員
、
他
の
自
治
体
な
ど
の
住
居
制
度
を
精

確
に
把
握
し
、
東
京
に
お
け
る
住
宅
事
情

を
考
慮
し
た
抜
本
的
な
制
度
改
革
を
行

い
、
支
給
額
を
増
額
す
る
こ
と
。

６
、
そ
の
他

１

労
働
組
合
活
動
は
憲
法
に
保
障
さ
れ
る

労
働
者
の
権
利
で
あ
り
、
労
働
組
合
活
動

に
対
す
る
行
政
処
分
は
、
不
当
な
も
の
で

あ
る
。
新
た
な
処
分
を
行
わ
な
い
と
と
も

に
、
過
去
の
処
分
に
つ
い
て
撤
回
し
、
実

損
の
回
復
を
行
う
こ
と
。

２

清
掃
職
場
で
は
、�
車
付
雇
上
�
に
代

表
さ
れ
る
非
正
規
労
働
者
、
臨
時
職
員
や

非
常
勤
職
員
の
活
用
が
拡
大
の
一
途
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
職
員
の
賃
金
に
つ
い
て
各

区
の
実
態
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

賃
金
・
労
働
条
件
に
つ
い
て
は
、
正
規
職

員
と
の
均
等
待
遇
や
同
一
労
働
・
同
一
賃

金
の
観
点
か
ら
も
２３
区
統
一
と
し
、
改
善

を
図
る
こ
と
。

2014年現業系賃金・人事制度の改善要求について

現行任用制度と運用実態を踏まえて、２０１３年

の給料表を適用し推計した標準的モデル賃金で

見ると、

２６歳採用の場合、初任給 １級２４号給

１５万８．４００円

４５歳技能主任で３０万６．９００円、５５歳技能長で

３４万９．７００円にしか到達できません。（中途採用

者の多い実態を踏まえた推計です）

２０１３年４月実施の賃金調査で、実在者賃金の

分布を見ると、

第３四分位数（賃金の高い方から２５％目の賃

金額）は、

４５歳技能主任で３１万４．０００円、５５歳技能長で

３８万８．０００円です。

第１四分位数（賃金の低い方から２５％目の賃

金額）は、

４５歳技能主任で３０万２．０００円、５５歳技能長で

３７万６．０００円です。

今のままでは区採用者は、先輩の賃金水準に

追いつけません。技能主任や技能長の賃金水準

でも、先輩の賃金水準に追いつけません。

課題が多い現行の現業系人事・給与制度
①現行任用・給与制度では大多数が技能主任止まり
（３０数万円）制度改善が必要だ
②標準的モデル賃金は実在者賃金を（数万円）下回
る 若手は先輩賃金の賃金水準に追いつけない
③技能長・統括技能長の最高号給が行政職主任主事
程度 職責や職務に比べて低すぎる賃金水準だ
④切替号給調整６年（２４号抑制・技能主任・１万円
超）４割にも及ぶ
技能長の２人に１人が、技能主任の３人に１人が
職責を果たし実績を積み上げても、実質的な昇給
がない 任用制度の破綻だ

第9 7 4号（２）せ い そ う 労 働 者せ い そ う 労 働 者2 0 1 4年2月2 7日


